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岩石嚢岩盤の力学と地殻構造の探査

謹えが蛮

地質調査所に磐石1岩盤グルｰプが作られ淀のは昭和

38年であるから以来汽隼を経ていることぽなる｡

わずか数人の人数で発足したグルｰプであり人事の交

代もかなりあっ花が曲りなり紅も今賃凄で存続してき

た.ここで今までの活動を一麻振りか走って将来の

展望とするのもむだではないだろう世

以下の諸篇は当グルｰプが主催して昭和姻年夏月9目

に主として所外の方歳をお擢きレで行なっ花岩煮物性

研究の方筒と問題点を題篶杷談議会を契機に関係者の

寄稿をお願いしたものである.お変そ滋ツダメカ

ニクス(没｡ckM鱈出搬繍)ということぱほどあいま

いに解釈されているζとぱは少ないであろう｡特集の

表題を上記の表現とした説明も兼ねて内外熔おける関

係分野の組織活動状況を一べつしてみよう,

アメリカ国内ではおも紀鉱山1採鉱関係が幸心となっ

てほぼ毎年臨砥晦眺繊玉㈱のsy邸搬嚇を催して

いる.篤五回腸泊浜ラド州のD鋤附で聞かれて以来

昨年五96蝉には勿リホルニア州の映曲玉野で第n固の

sy理㈱池孤を開いている｡毎回のs岬脾婁亘醐の報

告は単行本として出版されている曲鶏工回より第3回

まそはΩ醐rt航蚊磁出鶯C繊鮫象遂蟻銚脆劔破滅;鵬S

の特別号として出版された(それぞれ事･oし5エ珪虹｡.3;

㌢拙｡δ2呈狐繊.3…∀oし54,虹｡.3).篤凄團はpenn.

StateU滋Y白のMi鵬舶五Indu鮒養鑓道理讐τi跳鋤室.Station

のBu11eti皿76として出版され花｡第δ回はOxford

のPer騨狐⑪飛P欄§より五962年に刊行され花.第6

7回は凄と護っ淀刊行物としてはでていない｡第思回

はFai1ure狐dBreakageofRo畝あ題されてAI滅E

より1967年に出版された.この本は5部に分かれてい

る.第亙部は岩石のb曲玉嚢撮欲醐t楡の破壊およ

び割れ冒が主体となっている.第盟部は地層内の坑道

空洞に関する応力問題篤3部は地表基盤の安定性と構

築物についで第遂部は岩有の物陸と掘さく(D釧蛇)

について第6部ほ地層内部ぽおける爆破を扱ってい

る.それぞれ逐一蟻篇の輪文秘収録されている.こ

れに対して理学関係では定期的ではないが196逐年にそ

の前年にカジ赤ル器アの竃狐taMO滅Caで行なわれた

学会講演をもとにSt鵬㌶S虻㈱1ntheE鮒h'sCエust

嘗編1犠盤物糠餅ルｰプ

が副鱗茎概より発行慈れている串これぷ資兜互9㈹

年はは高温高圧下記おげる岩石の変形に関する優れ恕論

文を集めた馳&映至帆醐施鴬秘アメジ吻地質学会か

ら発行書れた｡この論文のすべては今濁でもその生餓

を失ってはいない｡同むアメリ湾地質学会ではすで

ぽ螂騨に嚇盤§を編集普坐する(物理常数表)

H搬鵡愈破談跳y§量鰯王砺な搬鵡が出版されでい繍婁

螂6年にその改訂鶏簑版淡発行券れた由煩版あ蛇較す

ればζの聞に岩石のいろいろな物理的性質の実験技術

その理解かいかに充実してきたか亙胃り蕊う然&するで

あろう｡

世界的な遠含組織もようやく体制を整えて書た亭

1967年最初の岩石物性禺際学会が亙n廠蝸曲鵬玉翫｡童晦

⑪fRockMechanics(略称夏.鼠見M｡)により晩も鰯

で開かれた.鶏凄回は1970隼にユｰゴスラビアの

BeO駆adで開かれることになりている白

さてわか国では土木学会員本鉱業会土質工学

会および日本材料学会の4学会によ砂上詞の瓦器瓦泌｡

に対応する国内組織として“岩の力学研究連合委員会摩

が作られ夏搬年夏967年は第夏圓鶏墾圃⑳磐⑳力学

シン栄ジウふを開いている｡理学力繭では地震学会内

に砦有物理研究会秘作られ会誌黒砦属物性研究会会報拶

を年2回出している｡学会誌あしてほ至搬臓蜘鰯玉

如蛆蝸至誠賄畝慨竃曲鰍至竈餐弧&賊滅鴛葛蝸鋤鰯が

節記の胎昭amcなP職嚢より月刊誌をして螂遂隼より

発行されでいる｡繭文は編集幹事に星出する様紀なっ

ている｡日本では京都大学の平松教授秘連絡貴となり

てい蕃､この他に鼠惣砥賊鰺幽狐量｡嚢鋤虚冠鴛鐙量蝸敬三狐憲

G鋤1むgy一脳嚢鵬｡h撒狼㌶篶磁晦鋤1鮒竃馳1蝿油然澄ゆ

たが工969年㌢月より前記夏念及肱の監修下縫馳破

M餓h繊量鰯と名称を代免て靭曲雛〃拙鵡慨鋤苗

N搬Y鮫妓より年遵回発行慈れるζと収なった｡な

潟このほかにとく紀醐隻搬出勤量鰯専門誌ではない

赫ふG｡見(和服蝸至｡fG琶｡凶y§三磁I没鑓餓緊ホ)熔は

この関係の論文淋多い.

ζれ蜜での説明で醐k鵬Ch徽至鱗を勤る皇巷は岩荷

物性と称しあると書ほ岩の力学とか岩石の物理恵か肴

って誉だ佃この説明でそのように混同しているのでは�



なくたとえば地震学会の研究会とその会誌のように一

般に併用というか混用されているのである.これこそ

r㏄蛙雌Ch狐三CSとは何であるかの答えであろう｡岩

石物性といえば岩石の物理的性質を単1ζ正縫に求める

ことと思われるかも知れない.しかしこれに凧何か

あるもの"が加わるのである.あるものとは鉱山関係

では究極的終岩盤保持や坑道掘削に関係した“力学所で

あり地震関係で熔地震機構に漢で結ばれるはずの(岩

石の)煎物理滑である｡それでは地質学では何であろ

うか.地質調査所では何が餓鯛舳㎎鮒鵡であろ

うか岨地質学会では蝸6陣3月に岩石力学と構造地質

学と題するシンポジウムを行なった｡このシン浦ジウ

ふは漢ζ&は時宜紀適した計画であったが基礎部門か

ら鉱床土木凄での幅広い分野からの講演は当時の司会

脅か述べたように醐長鵬曲狐三｡嚢の地質学はおける重

要性はますます増加して行くに違いないが地質学の内

部に有機的に濠透し固着するにはまだまだある道のり

を要するだろうといラ印象を多くの参会者に与えた.

われわれは今もその遣な歩みつづけている.残念な

がら前途ぽ続く遺はエ966年の当時と比較してまだまだ

遠いようである.本特集の表題“岩石･岩盤の力学と

地殻構造の探査"は工970年における地質調査所でq苦々

のグルｰプの道標であると解して頂きたい｡編集期目

の関係で23の原稿は掲載することができなかった.

また真数の関係で今後の連載に回したものもある｡

最後は今回ご多忙刺㌶かかれらず快よくご協力をいただい

た所外の寄稿者の方禽に誌上をかりて厚く感謝の意を表す

る次篤である.

本邦産第三系堆積岩の

高射庄下における変形挙動

(五)

羅野一男1鉾波和夫･小出世1岩村蒲罫)

薫弊甜)

項吉蜜蒐が窪

地質調査所陪婿和班年高圧砦看変形試験機が作られて

以来対象とし恕砦看はおもに鶏三系の堆積砦であった｡

地殻残部では岩肴はどのよ簑な袋形をするのかあいう

疑問は抽そらく地質学が始まると同時ぽ芽生魚花ぽ違

いないが抽本娑熔その様な状態が実験室で作り想慈批る

ようぽなりたのは曹わめて最近のことで策婁次大戦

後のζをである圭しかも最初のころは弾性率の測定

など楓純物理学的拶問題の研究がほとん妊であった曲

貸鰍伽等によって初動て地質学的宣揚から高圧高

温下の砦看の変形挙動の実態が明らかに凄れたのが

獺駅隼であるからそれから蜜芯五〇隼も鰹りていない｡

H繊3滋等は王螂年から196蹄に姦る一連の高圧実験に

よって砂岩質岩粘板岩大理荷石灰岩ド概亨

イトハ茅イドなど隻3種の堆積岩1饒いて測胞000

b鰯塞での実験を行なりた.蝸?年1α0-2晩は達す

る歪み蜜での高圧実験カミなされて地質的考察の対象と

なり得る変形挙動の資料が示され花のである｡高圧実

験閥続いて高温高圧縮攻び孔隙脹実験が行なわれ

ζれぽよりて始めて堆積岩の地殻下における変形挙動

のデｰタがわれわれの前に現われた吉堆積岩以外だ

とえば花鰯岩玄斌岩などの火成岩はついてもH伽din

以来いるいろのデｰタが発表されてきている.

しかしこれらの研究は塞想まだわれわれカ漁りたい

ことのほんの入口をのぞいた芯けであるといってもいい

過ぎでぱあるまい｡たと免ば三原山の安山岩の化学

組成カミ判ったからといってこれを以って(すべての)

安山岩の化学組成を考免る人力婁いる芯ろうか｡Handin

は!957隼の実験ではアメリ勿産の産地隼代の異なる堆

積岩を扱りた｡そのと書石灰岩類の変形挙動は産地

差隼代差に関係なく似ているカミ砂岩質岩は著しく

多様であると言っている｡アメリカでは員本ぽ比較

して地質構造は単純な所が多い.地層の分布も単純で

ある｡宥滴の貯留砦&して有名なダ狐タ砂岩というの

がある淋繊員ラ汽州のデンバｰで屍危ダ鴛夢砂岩は延

命と/呈000㎞以上にわたって日本のような激しい籟曲

もみずぽテキサ災裏で続く､テキサスで見るダコタ砂

岩はデンバｰのそれと外見では全く変わらない･･こ

のアメ1)吻ですら一則ζ革砂岩"&呼ばれているものの

間終高圧物性的はは人間亙人夏人の性質が違うように

違いがあるのである草

地質調査所でわれわれか最初に堆積岩を取り上げたの

も芯の最も激しい多様性の故であって濠ず第三孫の

泥質岩砂岩を中心に資本の代表的な地層の砦宥の変形

挙動のデｰタを出す芯とそしてその地域的隼代的な

特質をできる芯け体系化レてみたいと思りたからであ

る.堆積岩は現在箆繭的ぽ分類書れている昔1っば

年代分類である､化宥あるいは同位元素によってζれ

は第三系の中新棋であるおかあるいはA層と鳥層は同�


